
委 託 契 約 書（案） 

 

委託者一般財団法人長野県文化振興事業団 長野県立美術館長 笠原美智子（以下「甲」

という。）と受託者 ○○○○（以下「乙」という。）は、次の条項により、長野県立美術

館レストラン・カフェ運営業務に関する委託契約を締結する。 

 

（総則） 

第１条 甲乙両者は、信義を重んじ、誠実に本契約を履行しなければならない。 

 

（業務の実施） 

第２条 乙は、本業務を別添仕様書に基づいて履行しなければならない。 

２ 乙は、本業務を実施するに当たり、異例又は重要な事項については、事前に甲と協議

するものとする。 

 

（管理手数料） 

第３条 乙は、本業務に係る営業許諾、施設使用に対する受託経費として、管理手数料を

甲に支払うこととする。 

２ 乙は、本業務に係る売上金を収受し、管理手数料として、当該売上金（消費税含む）

の５％を甲に支払うこととする。ただし、１円未満の端数は切り捨てる。 

３ 甲が業務上必要として、乙の飲食の提供を受けた場合は、その該当する金額を管理手

数料から減額または相殺する。 

４ 第１項の支払いに係る経費は乙の負担とする。 

 

（管理手数料の支払い） 

第４条 乙は、前条の管理手数料について、甲から適法な請求書を受理した日から 30日

以内に、甲に手数料を支払うものとする。 

 

（契約の期間） 

第５条 この契約の期間は、令和 年 月 日から令和 13年３月 31日までとし、更新ま

たは延長出来るものとする。ただし、契約の満了日までに甲が本施設に係る指定管理を解

除された場合は解除された日をもって契約を終了する。 

 

（契約保証金） 

第６条 契約保証金は免除する。 

  



（取扱状況の報告等） 

第７条 乙は、業務の執行状況について甲と連絡を密にしなければならない。 

２ 甲は、必要があると認めるときは、乙に対して業務の実施状況等について報告を求

め、又は必要な指示をすることができる。 

 

（業務完了報告） 

第８条 乙は、毎月、本業務を完了したときは、営業日数、利用者数、売上実績等を記載

した業務完了報告書を翌月１５日までに甲に報告しなければならない。 

 

（権利義務の譲渡等の禁止） 

第９条 乙は、甲の承認を得なければ、この契約に係る権利又は義務を第三者に譲渡し、

若しくは担保に供し、又は引き受けさせてはならない。 

 

（再委託等の禁止) 

第 10条 乙は、本業務の全部又は一部を第三者に委託し、又は請け負わせてはならな

い。ただし、あらかじめ甲の書面による承認を得た場合は、この限りでない。 

２ 乙は、施設等及び設備等を第三者に使用させてはならない。ただし、あらかじめ甲の

許可を得た場合は、この限りでない。 

３ 乙が本業務の全部又は一部を第三者に委託する場合においては、第三者の行為は乙自

らの行為とみなし、これに対しては、乙が第三者のすべての行為及びその結果についての

責任を負うものとする。 

 

（秘密の保持） 

第 11条 乙は、本業務の履行に当たり知り得た甲の秘密を第三者に漏らしてはならな

い。また、本契約終了後も同様とする。 

 

（安全確保の措置） 

第 12条 乙は、その取り扱う個人情報の漏えい、滅失又は毀損の防止その他の個人情報

の適切な管理に関する定めを作成するなど必要な措置を講じなければならない。 

 

（損害のために生じた経費の負担） 

第 13条 本業務の履行に関して生じた損害（第三者に及ぼした損害を含む。）のために生

じた経費は、乙が負担するものとする。ただし、その損害が乙の責めに帰しがたい事由に

よる場合においては、甲、乙協議して定めるものとする。 

 

 



（契約の変更） 

第 14条 甲は、必要があると認めるときは、乙と協議の上、この契約の内容を変更する

ことができる。 

 

（契約の解除等） 

第 15条 甲は、乙が次の各号の一に該当する場合は、催告なしにこの契約を解除するこ

とができる。この場合において、解除により乙に損害があっても、甲はその責めを負わな

いものとする。 

（１）契約の締結及び履行に関し、不正の行為があったとき。 

（２）契約に定める義務を履行しないとき。 

（３）乙が、その責めに帰すべき事由により情報漏えい等の事故が発生したとき。 

（４）乙が暴力団又は暴力団員が実質的に経営を支配する事業者又はこれに準ずる者（以

下「暴力団等」という。）に該当する旨の通報を警察当局から甲が受けたとき。 

２ 前項の規定によりこの契約が解除されたとき、甲に損害が生じた場合、乙は、甲の請

求に基づき、この損害額について支払わなければならない。ただし、当該解除の理由が乙

の責めに帰することができないものであると甲が認めたときは、この限りでない。 

 

（安全確保上の問題への対応） 

第 16条 乙は、本業務の遂行に支障が生じるおそれのある事案の発生を知ったときは、

直ちにその旨を甲に報告し、遅滞なく書面により報告しなければならない。 

２ 乙は、前項の事案が個人情報の漏えい、滅失又は毀損その他の安全確保に係る場合に

は、直ちに甲に対し、当該事案の内容、経緯、被害状況等を報告し、被害の拡大防止又は

復旧等のために必要な措置に関する甲の指示に従わなければならない。 

３ 乙は、事案の内容、影響等に応じて、その事実関係及び再発防止策の公表、当該事案

に係る本人への対応（本人に対する適宜の手段による通知を含む。）等の措置を甲と協力

して講じなければならない。 

 

（暴力団等からの不当介入に対する報告及び届出の義務） 

第 17条 乙は、当該契約に係る業務の遂行に当たり暴力団等から不当な要求を受けたと

きは、遅滞なく甲に報告するとともに、所轄の警察署に届け出なければならない。 

２ 乙は、再委託契約等の相手方に対し、当該再委託契約等の履行に当たり、暴力団員又

は暴力団関係者から不当な要求を受けたときは、遅滞なく、報告等をするよう措置を講じ

なければならない。 

 

  



（事業者調査への協力） 

第 18条 甲がこの契約に係る甲の適正な予算執行を期するため必要があると認めたとき

は、甲は乙に対し、乙が所有する得意先元帳又はこれに類する帳簿の写し（甲に関する部

分に限る。）の提出について、協力を要請することができる。 

 

（業務委託業者の引継ぎ） 

第 19条 乙は、本契約が期間満了、解除、解約又はその他の事由により終了し、新たな

本業務の受託者が決定した場合は、業務内容について速やかに引継ぎの協議を行い、本業

務に支障がないようにしなければならない。 

 

（施設等の返還等） 

第 20条 本契約が期間満了、解除、解約又はその他の事由により終了した場合、乙は、

甲に対し、甲の承認があった場合を除き、施設等及び設備等を原状に回復して引き渡さな

ければならない。ただし、経年劣化及び通常の用途に従って使用した損耗等を除くものと

する。 

２ 乙の所有物については、乙が本契約終了後、甲、乙協議して定めた期限内にこれを搬

出するものとする。 

 

（疑義の解決） 

第 21条 この契約に定めのない事項及びこの契約に関して疑義が生じたときは、甲乙が

協議して定めるものとする。 

 

 

この契約の成立を証するため、本書２通を作成し、甲、乙記名押印の上、それぞれその１

通を所持する。 

 

令和 年 月 日 

 

甲 職・氏名   指定管理者 

          一般財団法人長野県文化振興事業団 

             長野県立美術館長 笠原 美智子  印 

 

 

乙 住  所    

法 人 名    

          代表者職・氏名                      印 
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長野県立美術館レストラン・カフェ業務仕様書（案） 

 

令和 年 月 日 

 

長野県立美術館におけるレストラン・カフェの運営業務にかかる仕様を次のとおりとする。 

 

1. 業務の内容 

次の場所における飲食の提供及び施設・設備・備品等の管理全般 

ただし、（２）については、その都度甲乙で協議するものとし、甲の業務実施及び美術館来館者へ 

の支障の有無を勘案した上で、使用の可否、場所、範囲及び使用期間を決定するものとする。 

（１） 長野県立美術館の２階レストラン及び３階カフェ 

(2) 乙の申出又は甲の要請に基づき、甲が必要と認める場所 

 

2. 対象施設の概要等 

（１） 常時提供施設 

種目 レストラン カフェ 

場所 ２階 ３階 

概要 総面積：１４０㎥ 

店外に少数テラス席あり 

総面積： ２２０㎥（うち店内面積４０㎡、

屋外テラス（大庇下）面積１８０㎡） 

   ※乙が管理を行う範囲は別添図１のとおりとする。 

（２） 甲が必要と認める場合の提供施設 

ア ３階レセプションルーム（面積約 116㎡） 

イ 屋上広場 

ウ その他の場所 

※乙が管理を行う範囲は、上記アからウのうち、使用を認められた提供施設のすべてとする。 

（３） 乙は、上記（１）及び（２）における飲食の提供、衛生管理、安全対策、清掃等の一切の管理責任 

を負うものとする。 

(4) 飲食の提供について 

レストラン及びカフェに関しては、テイクアウト販売及びアルコールの提供を可能とするが、館

内での飲食は原則として禁止とする。ただし、屋上広場については飲食を許可するものとする。  

また、美術館敷地内は館の内外を問わず全面禁煙とし、灰皿の設置を禁止する。 

（５） 駐車場について 

ア レストラン・カフェ利用者専用の駐車場は設けないものとする。 

イ 営業に係る搬入・搬出のための駐車場所が必要な場合は、原則として開館前及び閉館後に限 

りレストラン横の障がい者用駐車場の使用を認める。 

ウ 開館中に搬入・搬出の必要が生じる場合は、あらかじめ甲に申し出て、駐車場所・時間帯・方 

法等、必要な指示を受け、これに従うものとする。 
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エ 閉館後にレストランのみを営業する場合に限り、管理用駐車場や障がい者用駐車場の使用を 

可とするが、この場合もあらかじめ甲に申し出て、使用可能な区画等、必要な指示を受け、こ 

れに従うものとする。 

 

3. 運営 

乙は、本業務の実施に当たり、次の事項を遵守すること。 

（１）  営業開始または契約期間の満了等に関すること 

ア 営業開始までの具体的なスケジュールや詳細は、甲と協議の上決定するものとする。 

イ 契約期間満了により営業を終了する場合は、契約満了日の９か月前までに甲へ申し 

出ること。この場合、原則として、契約満了日までに乙の負担で本物件を原状回復して甲に引き

渡すことするが、契約満了日の１か月以上前に最終営業日を設定する場合は、最終営業日から１

か月以内に引き渡すこととする。 

ウ 契約期間満了前に契約を解除する場合には、最終営業日の９ケ月前に甲へ申し出るとともに

最終営業日から１か月以内に、乙の負担で本物件を原状回復して甲に引き渡すこととする。 

（２）  業務処理 

ア 食品衛生管理者 

調理の衛生管理に当たっては、食品衛生管理者を配置すること。配置者は衛生管理全般の責

任を負い、関係法令及び甲の基準に従って業務を遂行すること。 

イ 衛生管理 

(ｱ) 衛生管理は徹底し、食中毒防止のため温度管理・汚染防止・器具の洗浄消毒等の措置を講 

じること。 

(ｲ) 食品衛生管理者は、厨房従事者の健康を常時監視して異常があれば医師の診断を受けさ 

せること。 

(ｳ) 健康診断の結果、食品衛生法上支障のある者、あるいは、下痢・発熱・咳・外傷・皮膚炎等 

の症状がある者、または同居家族等に法定伝染病の患者が発生した場合、又はその疑いがあ 

る者は調理業務に従事させてはならない。 

ウ  食品等の取り扱い 

食品添加物の適正表示された食品を選定し、原材料及び製品の仕入れに当たっては、品質、 

鮮度、表示等について点検すること。 

エ 生産物賠償責任保険 

乙は、生産物賠償責任保険に乙の負担で加入し、当該保険証書の写しを甲に提出すること。 

 

（３）  厨房内管理 

ア 厨房及び食品庫等の調理業務区域は、毎日清掃を実施し、常に整理整頓された状態を維持す 

るものとする。清掃により発見された破損・不具合は速やかに報告し、必要な修繕・交換を行うも 

のとする。 

イ 厨房内への立ち入りは、業務上必要な関係者に限定し、関係者以外をみだりに立ち入らせて 

はならない。また、衛生上及び安全上の理由から厨房内に動物を入れてはならない。 

ウ 調理者が厨房外へ出る際は、コックシューズから内履きへ必ず履き替えるものとする。 



- 3 - 

 

履き替えは厨房出入口付近で行い、内履きは清潔な状態で保管すること。 

（４）  備品類の管理 

ア 甲が提供する備品及び設備は、乙が適正に管理・保守を行うものとし、提供品の一覧は別添 

のとおりとする。また、維持修繕に必要な費用は原則乙の負担とする。 

イ 内装の改修等が必要な場合は、甲の承認を受けた上で、乙の負担により行うものとする。 

ウ 上記以外の什器等は乙の負担により準備するものとする。 

エ 甲が提供する備品及び設備の更新については、甲と協議の上決定する。 

（５）  廃棄物の処理 

ア 廃棄物は、所定の容器に入れ、汚液・汚臭のないように清潔に管理すること。 

イ 廃棄の際は、甲指定の業者か任意の廃棄物処理業者と契約することとし、甲指定業者の場合 

は指定の方法により期限までに廃棄物を準備することとする。 

（６）  保存食 

   保存期間は、関係法令等に基づく期間とすること。 

（７）  清掃 

ア レストラン・カフェ内や一時使用場所、食材搬入経路など営業で使用した部分の清掃は乙が行 

うこととする。 

イ グリストラップ等の特殊清掃頻度は、業態・使用状況に応じて甲と協議の上で決定する他、法 

令・自治体基準を優先して届出・検査に対応する。 

ウ 清掃計画・点検記録を作成・保存し、定期的に甲と協議・見直しを行うものとする。 

（８）  調理業務 

ア メニュー及び料金等の設定及び変更については、甲と協議の上定めること。 

イ 食品衛生（伝染病、食中毒の有無）に留意のうえ調理を行うこと。 

ウ 提供する飲食は適温で提供できるよう配慮すること。 

エ 食器類の破損、汚れのないことをチェックすること 

オ 障がいのある方については、その障がいに応じて、食べやすいよう工夫すること。 

（９）  営業日・営業時間 

ア 原則として各店舗は、美術館の開館時間である 9:00〜17:00 に営業するものとするが、甲

が必要と認める場合はこれを変更できる。また、休館日でもあらかじめ甲の了承を得て、2 階レ

ストランのみの営業を行うことが可能であること。 

イ 特別なイベントや開館時間を延長する夜間開館にも原則として対応すること。日時は甲が別途 

指定し、各店舗の営業体制は甲乙協議の上決定する。 

 

4. 費用負担 

（１） 費用項目及び負担区分 

費用項目 甲 乙 

① 運営に係る人件費  ○ 

② 食材費・材料費  ○ 

③ 業務に付随する経費 （駆虫・駆鼠費、廃棄物処理費、細菌  ○ 
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検査費、保険料等） 

④ 施設内の日常清掃業務に関する経費  ○ 

⑤ レストラン内事務通信費 ※１  ○ 

⑥ 宣伝広告費 ※２  ○ 

⑦ 通信費  ○ 

⑧ 光熱水費（上下水道、電気、ガス）※３  ○ 

⑨ 当初備え付け備品購入費 ○  

⑩ 業務開始後の備品購入費及び備品修繕費  ○ 

⑪ レストラン業務に係る什器備品  ○ 

⑫ レストラン内特殊清掃費  ○ 

⑬ 一時的な飲食の提供及び管理を行った場合の原状回復に係

る経費 
 ○ 

※１ インターネットの接続に関する費用は除く。 

※２ 美術館が運営するホームページで掲載されたものは除く。 

※３ 使用量に応じて甲が算定した金額を、甲からの請求に基づき指定期限までに甲に支払う

ものとする。 

（２） 行政上の各種認可 

乙は、本業務を行うために必要な飲食店営業許可取得等の手続きを乙の費用負担で行い、証書

等の写しを甲に提出すること。 

（３） 運営管理責任者の設置 

乙は、本業務の遂行に当たり、運営管理責任者を定め、当該責任者の住所、氏名、電話番号を記

載した書面を甲に提出すること。また、当該責任者を変更した場合も同様とする。 

 

5. 損害賠償  

（１） 乙は、委託業務の遂行にあたり、乙又は乙の従業員の責めに帰すべき事由により甲又は第三者

に与えた損害は、乙の責任においてその損害を賠償しなければならない。 

（２） 甲は、乙又は乙の従業員が甲の職員、施設利用者又は第三者に与えた損害について、一切その

責任を負わない。 

（３） 乙が、本契約に違反したときは、甲に損害の賠償をしなければならない。 

（４） 保健所、消防等の行政指導により、甲が乙に対して委託業務の停止を命じたときは、乙は直ちに

従わなければならず、乙は損害賠償その他一切の請求をすることができない。 

 

6. 免責事項  

甲は、天災、火災、盗難、事故及び電気、水道、冷暖房、昇降機その他の諸施設、設備等の瑕疵又は

故障その他甲の責めに帰することができない事由による乙の損害に対しては、一切その責任を負わ

ない。 
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7. その他  

（１）  事業協力 

乙は、甲の主催する事業において、飲食提供業務に係る協力を求められたときは、乙が本業務 

を遂行するにあたり支障のない範囲内で協力するものとする。 

また、甲の安全管理上必要な業務（防災訓練、テロ対策訓練等）に、参加協力するものとする。 

（２）  支払い方法の拡充 

お客様の利便性向上のため、クレジットカード及び電子マネーによる支払いに対応すること。 

（３）  定例会議 

ア 原則として毎月 1回、甲の担当者と乙の現場責任者との連絡会議を行う。 

イ １年に１回は経営判断のできる乙の責任者と甲との連絡会議を行うこととする。 

なお、この会議には必要に応じて、長野県及び一般財団法人長野県文化振興事業団の関係者 

も参加することができるものとする。 
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